


ポイント１  水道を使う人が少しずつ減ってきている

ポイント２  料金収入が減ってきている ※２５年間水道料金の値上げをしてこなかった

ポイント３  県から買う水の料金が値上げされ、出費が減らない

水道事業の経営がきびしい現状に

水道料金の改定について 概要
なぜ料金の見直しが必要なのか？ 

純損益の推移 
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令和 6年度決算では 

約7百万円の純損失(赤字) 

が発生し、その後も赤字が拡大する

見込みだからです 

５年前 
（R１年度）

いま 
（R６年度）

５年後 
（R１１年度）

県から買う 

水の料金

17,700人 

３１７万 

５億２千万円

2億６千万円 ２億４千万円 2億５千万円

料金収入

使っている 

水の量

水を使う 

人の数

使う水の量は減っているのに、 

県から買う水の単価が高くなり、 

出費が減らない！

使う水の量も収入も減少

このままでは経営破綻状態に…

15,６２７人 

２９３万 

４億６千万円 

14,091 人

２６７万 

４億２千万円

→なぜ赤字になってしまうのか、水道事業に関する数字の移り変わりを見てみましょう 
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